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創立130周年を迎えた明治大学の新キャンパスとして、
2013年 1月に中野キャンパスが竣工した。近年、エコ
キャンパスを掲げる学校施設が多くなっており、本キャ
ンパスでも様々な手法を講じ、省エネルギー化を図って
いる。その中で、採用した手法の効果とエネルギー消費
量の実態を掴むことは、施設運用においてさらなる省エ
ネを図ることが可能になるほか、今後の学校設計におい
て重要な事項となる。竣工後1年間のエネルギー消費量
の実態を紹介する。

■空調エネルギーの評価
空調設備は、教室ゾーンは中央熱源
方式としてVAV制御やCO2制御を行い、
研究室ゾーンは個別パッケージ及び
外調機CAV制御方式として使用勝手と
省エネの両立を図っている。図 5に
中央熱源機器の年間の稼働状況（電
力量）を、図 6に個別パッケージ
（GHP）のガス使用状況を示す。
中央熱源は低層部分の教室ゾーンと
外気調和機に使用されるが、利用実
態として夏期休暇があるため、夏期
のピークは7月となり、8月、9月は
夜間の蓄熱で日中の負荷を殆ど賄え
ている。夜間移行率は夏期（ 7～ 9
月）の平均で50％にもなり有効に活
用できている。電気による中央熱源
の年間ピークは冬期に訪れ、空冷チ
ラーの電力消費量が大きい。
一方、高層の研究室ゾーンで使用さ
れるGHPのガス使用量のピークは7月
となっている。これは、研究室ゾー
ンは教室ゾーンほど夏期休暇の影響
はないことと、冬期の空調負荷の大
半を占める外気負荷については中央
熱源にて処理されているためである。
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図 5　 空調システムにおける製造エネル
ギーの構成（2013年度）
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図 6　GHPガス使用量の推移（2013年度）

■照明エネルギーの評価
通常の明かり制御に加え、各諸室の全
般照明（アンビエント照明）の目標照
度を制御することにより、さらに効率
よく電力の削減が出来るよう計画した。
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■青年技術者のことば

建築物は人が出会い、人と人を結

ぶ場である。一方、完成した建築

物だけでなく、創造過程でも数え

きれないほど多くの人が関わり、

協力し合い、竣工を迎える。当た

り前となっているその部分を意識

しながら進めるということが、私

の仕事の根底に常にある。電気設

備設計というと、馴染みがなく専

門色が強いと思われがちである。

しかし、電気設備こそ、建物に入

居する人と密接に関わっており、

よく使われ、簡易に扱えるもので

なければならないと思う。最新の

技術を導入しても、それを扱える

人がいなければ、活かせる環境が

なければ意味がない。お客さまと

対話し、本当に必要な設備は何な

のかを模索することがとても重要

であると考える。
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図1　導入した環境共生手法

教室は、授業前、授業中、休み時間
といった状況に合せて目標照度をス
ケジュール制御可能とした。さらに、
授業時間帯以外は人感センサ制御を
有効とすることで、不在エリアの照
明電力の削減を可能としている。個
人研究室では、タスク照明も利用さ
れることを考慮し、アンビエント照
明はあらかじめ設定された目標照度
（3段階）を利用者がスイッチ操作と
いう容易な方法により自由に選定で
きるフリーアンビエントシステムの
構築を行った。
照明制御の効果の検証や実際の運用
状態を把握するために、監理者が自
由な切り口で消費電力や省エネ効果
の検証を行えるようエクセルテンプ
レートを構築した。これによりコン
セント系の負荷と照明負荷を区分し
た電力量計の設置を省略や、多数あ
るセンサ情報から電力量への複雑な
換算作業を低減することができる。
このソフトを用いて検証した個人研
究室の照明電力について述べる。個
人研究室においては、これまで通り
700ルクスといった高いアンビエント
照度を選択する方が多いが、約30％
の利用者が低い目標照度を選択して
いる（図7）。特に夜間利用時に、選
択した照度による電力の削減が大き
く表れており、700ルクスに対して
300ルクスでの消費電力は1/3程度と
なっている。従って、フリーアンビ
エントシステムはユーザーや使い勝
手が不特定である室に対して有効で
あり、省エネに貢献するといえる。

フロアごとのアンビエント照度の選択数
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図 7　個人研究室のアンビエント照明割合

■導入した環境共生手法
受電方式は高圧 2回線受電方式を採
用し、非常用発電機（ガスタービン）
1,000kVAを設置している。空調熱源方
式は電気による中央熱源（ターボ冷凍
機、チラー）とガスによる個別熱源
（GHP）の併用方式を採用し、蓄熱槽利
用と合わせて電力平準化やトータルで
の省エネルギーを図る。その他、採用
した環境配慮項目を図1に示す。

■エネルギー消費量の把握
2013年度のキャンパス全体の年間一
次エネルギー使用量を示す（図 2）。
一般的な学校のエネルギー使用量の
1,663MJ/㎡・yに比べ1,276MJ/㎡・y
と低い値となっており、約25％のエ
ネルギー削減を実現している。エネ
ルギーの使用割合を見てみると、年
間を通じ電灯コンセントが全体の約
35%、熱源のエネルギーが同様の割合
以上となっている。通年で一定な電
灯コンセントのエネルギー使用量に
比べ熱源のエネルギー使用量は季節
に応じて大きく変化している。
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図 2　 キャンパス用途別一次エネルギー使
用量（2013年度）

教室エリアと研究室エリアの電灯電
力使用量を図 3に示す。昨今の教室
はPCの導入や視聴覚設備の充実によ
り、コンセント系の電力使用量が照
明電力に比較して大幅に高いことが
わかる。一方で、面積当たりで比較
すると、夏休みなどの稼働率やコン
セント負荷の多さから、研究室エリ
アの方が年間エネルギー使用率は高
くなっている（図4）。増加する傾向
にあるコンセント負荷に対して、電
力使用量の削減を促す方策を検討す
ることや適当なトランス容量を選択
することが今後の課題である。
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図 3　 教室エリアと研究室エリアの電灯エ
ネルギー比較（2013年度）
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図 4　 教室エリアと研究室エリアの電灯エ
ネルギー原単価割合 


